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[プログラム参加の動機] 
元々のきかっけは、学部 1 年生の頃からお世話になっている職員さんからの直

接のお誘いでした。ただ既に就職先が決まっている身としては本インターン

シッププログラムへの参加について、このプログラムの本懐を全うできるかの

迷いがありました。ただ翌年社会に出る身として、事業と組織の成り立ちやど

のように運営していくのかということに関心もあり、社会に出る前に自分の考

え方を変えるべきかどうかを今一度見直すために、例年の「アルバイト」とい

う立場ではなく「インターンプログラム生」としての参加を決めました。 
 
 
[業務内容] 
・主に広報活動の補助と広報活動を通しての新人 CIP メンバーの教育 
・試験日、合格後のお部屋探しイベントについての運営企画 
・試験日当日の会場における約 150 名のアルバイトスタッフのとりまとめ 
 など 
 
 
[参加後の経過] 
急な参加だったということもあり，イメージが 100%固まらないままの参加に

なりました。直後に、学生が生協職員同等の立場で事業を行っているという東

北大学生協の視察に参加しました。この視察で、想像していたよりも大きな働

きや高い意識が自分に求められていると思い、非常にプレッシャーを感じまし

た。  
 自分は広報物の校正を主に担当し、実際にお客様の手に渡る冊子の作製に携

わりました。また、広報担当のメンバーのまとめ役、教育役も担当しました。 
 学校での研究は年単位のスパンで進めるため、緻密なスケジュール管理が不

要ということもあり、参加前は納期のある広報物を担当することに非常に不安

を覚えていました。想像した通り、広報物の作製には非常に緻密なスケジュー

ル管理が必要であり、良い経験ができたと思っています。一方で、タイトなス

ケジュールな時期もあり、他のメンバーに仕事を振るよりも自分でやった方が

早いと判断してしまうことがありました。実際の事業を行っていたという立場

で振り返ったとき、これはメンバー内での割り振りがおざなりになっており反

省点だったと考えています。この考え方もプログラム参加を通して培われたと

考えています。  
 主な広報物は受験生または保護者の方を対象としているため、こちらがア

ピールしたいポイントを分かりやすく伝えることのできる広報物をつくりたい

と思っていました。特に今年度は試験当日の会場が例年と異なり、また新入生



センター、保護者説明会と同会場で行うという内容をお客様にむけて効果的に

アピールする必要がありました。そこで，新入生センター、保護者説明会を運

営している CoMPAss の広報部と合同で広報物を作製し、非常に効果的な宣伝

ができたと考えています。 
一方で，そのほかの業務は例年の広報物の一部校正するという内容が多く、新

しい広報物の提案などは出来ませんでした。来年度以降は受験生のお客様への

広報物だけでなく、アルバイトの募集や、住み替えのお客様に向けた PR 等も

行うべきだと考えています。 
 
 
[CIP 活動経験を経て社会へ出るにあたって] 
 今回自分が取り組んだ業務は企業でいうところの広報、総務に当たりました。

実際の進路は研究職であるため、一見すると今回の経験は生きてこないように

感じますが、チームをまとめる立場の人間が周りに対してどんなことを思って

いるか、期待しているか、言いたくても言えないことがあるか、などを本プロ

グラムでのまとめ役を通して学べました。これらを踏まえたうえで社会に出て

からもいち歯車ではなく組織に不可欠な要素になれればと思います。 
 
 
[さいごに] 
 私を含む CorePartner の初代リーダー3 人はマイルームの業務を 6 年間共に

行ってきたため、お互いの感覚・価値観・考え方を非常に共有しやすいメン

バーで構成されていました。そのために、正直に言うとやりやすく、明るい雰

囲気でプログラムを進めることができました。このような雰囲気に関しては来

年以降の CorePartner にも受け継いでいって欲しいです。一方で，やりやすかっ

たために「甘え」のようなものが出ていた面もあったと感じました。この「甘

え」に関してはお互いにフォローはしあうように努めていましたが、ゼロには

なりませんでした。来年以降は「甘え」が出ないような雰囲気つくりを目指し

て欲しいです。 
 また、何よりいちアルバイトという立場ではなく、あくまで「インターン

生」ということを念頭に置き，組織を運営していくのだ、という意識、そして

事業的な拡大を勤務の大きな目的に置けるよう、様々な包括的役割をしっかり

担えるよう、取り組んでいってほしいと思いますし、自分たちが達成出来な

かったこともあり、そういった面で大きく期待したいです。 
 
 

以上 


